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国土交通省では、情報通信技術を活用した安全運転支援等の推進策として、「道路構造上の走

りやすさに関する情報を活用したカーナビの実用化」（平成 20 年度末）に向けて、現在、官民

共同による研究会が行われている。 

九州幹線道路調査事務所では、これに先立ち、平成 19 年 4 月より、利用者のニーズや意見を

把握するため、試行的に九州に限定した「道路の走りやすさナビ」（Web 版）を公開している。 

本発表では、平成 19 年度に実施した、走りやすさを考慮したルート検索手法の考え方、検索

結果の妥当性の検証方法並びに今後の課題等について説明する。 

キーワード 道路の走りやすさ，ルート検索システム，カーナビゲーション 

 

1. はじめに 

 

現在、国土交通省では、より安全な道路交通社会

を目指し、情報通信技術を活用した安全運転支援等

を推進しており、「道路構造上の走りやすさに関する

情報を活用したカーナビの実用化」に向け、現在、

官民共同による研究会が行われているところである。 

これに先立ち、九州幹線道路調査事務所では、走

りやすさを考慮した道路のルート検索に関して、利

用者のニーズや意見を把握するために、試行的に九

州地域に限定した「道路の走りやすさナビ（Web 版ル

ート検索システム）」（以下、「走りやすさナビ」）を

作成し、平成 19 年 4 月より HP にて公開している。 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この取り組みにより、利用者から得られたニーズ

や意見は研究会に提供し、今後の「道路の走りやす

さマップ対応カーナビ」の実用化（平成 20 年度末）

に向け活用されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「道路の走りやすさマップ【全国版】」を公開（H18.9）

▲カーナビへの必要性 
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図-1 官民共同研究の概要 
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図-2 これまでの取り組み経緯 

「走りやすさマップのカーナビ等への活用に関する共
同研究」を開始（H18.12～H21.2） 

走りやすさを考慮したルート検索に関する利用者ニー
ズ等の把握が必要 

“全国初”の走りやすさを加味したルート検索ができ
る「道路の走りやすさナビ（Web 版ルート検索システ
ム）」の公開（H19.4） 

(H19 年度実施) 
・利用者アンケート調査の実施 ・ＰＲ活動の実施 
・ルート検索方法の検討 ・利便性や操作性等の改良・改善



2. 走りやすさナビの概要 

 

一般にカーナビ等で用いられている「時間や距離

を優先する」や「高速道路を利用する」などの条件

に加えて、全国で初めて「道路の走りやすさ」を考

慮したルート検索が行える機能を付加している。 

特に、「走りやすいルート」と「最短ルート」との 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

差を実感してもらえるように、 

①走りやすさを考慮した「走りやすいルート」 

②通常のカーナビ等のルート検索に用いられてい

る「時間や距離」を優先した「最短ルート」 

の 2 つのルートを検索することができ、地図による

ルートの確認や時間・距離及び、「走りやすさランク」

毎の距離や割合等の比較ができる（図-3，図-4）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図-3 走りやすさを考慮したルート検索機能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図-4 ルート検索結果の詳細表示 

目的地までの距

離・時間・通行料

金を表示 

「走りやすさラン

ク」ごとの距離や割

合を表示 

目的地までの詳細な

経路や観光情報等を

表示 

図-5 走りやすさランクの分類  

 

 

 



3. 走りやすさナビの技術的特徴と課題 

 

(1) ルート検索機能の仕組み 

「走りやすさナビ」では「走りやすさランク」（図

-5）毎に「重み係数」を設定している。 

これは、過去、「道路の走りやすさマップ」の取り

組みで評価した、５段階（Ｓ、Ａ～Ｄ）の走りやす

さランクを数値化したもので、走りにくい道路ほど

値を大きく設定することで、走りやすさに配慮した

経路探索ができる仕組みとなっている。 

具体的には“距離優先”や“時間優先”の検索条

件により、出発地から目的地までの各区間の距離や

時間に「重み係数」を乗じて補正を行い、補正後の

距離や時間が最小となるルート（最短経路）を「走

りやすいルート」の検索結果として表示している。 

■重み係数による補正 

「走りやすさランク」を考慮した区間の所要時間 

（又は距離）の補正値 

＝区間の所要時間（又は距離）×重み係数 

例として、図-6 に示すように、「走りやすさ」を考

慮しない場合、最短距離経路は「Start→Ⅰ→Goal」

（実所要時間 6 分）となる。 

一方で、「走りやすさ」を考慮した場合、「重み係

数」による補正を行うため、最短経路は「Start→Ⅱ

→Ⅲ→Goal」（実所要時間 8 分）となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 重み係数の設定方法 

a) 公開当初の重み係数の設定方法 

平成19年 4月に走りやすさナビを公開した時点の

「重み係数」の設定にあたっては、短・中・長距離

などの様々なケースで検索結果のトライ＆エラーチ

ェック並びにモニターアンケートによる検索結果の

妥当性の検証（図-7）を行い、できるだけ理想的な

ルートが得られる「経験的な値」を設定した（図-8）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
走りやすさナビのモニターアンケート結果

図-7 走りやすさナビの検索結果の妥当性 
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「走りやすさ」を考慮しない場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最短経路を求める演算法（通称：ダイクストラ法）」

「走りやすさ」を考慮した場合 

重み値を 
乗じると… 

図-6 ルート検索機能の仕組み 
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図-8 公開当初の重み係数の設定 

２分
重み値：5

２分
重み値：7.5

Ｓ

ＧⅠ

Ⅱ Ⅲ

Ｓｔａｒｔ

Ｇｏａｌ

１分
重み値：３

５分
重み値：１

４分
重み値：２

２分
重み値：5

２分
重み値：7.5

Ｓ

ＧⅠ

Ⅱ Ⅲ

Ｓｔａｒｔ

Ｇｏａｌ

１分
重み値：３

５分
重み値：１

４分
重み値：２

所要時間が最短となるルート
４分＋２分＝６分

５＝
５分×１

３＝
１分×３ １０＝

２分×5

＝
２分
１５

×7.5

Ｓ

Ｇ

Ⅰ

Ⅱ Ⅲ

ａｒｔ

Ｇｏａｌ８＝
4分×2

Ｓｔ

「重み係数」による補正値（=所要時間×係数）
が最短となるルート
５＋３＋１０＝１８
（実時間：５分＋１分＋２分＝８分）



b) 重み係数の課題と新たな重み係数の考え方 

しかし、今後、走りやすさを考慮したルート検索

機能をカーナビ等へ展開していくためには、合理的

根拠を持った「重み係数」の設定が必要であった。 

そこで、合理的根拠を持たせるための考え方や、

どういったデータを活用するか等の課題解消を図る

べく試行錯誤の結果、以下のような基本的考え方に

基づいて、新たな重み係数を設定した。 

＜新たな重み係数の基本的考え方＞ 

『人間の場合、疲労は力積量（＝力の大きさ×

時間）に比例する』と記述された著書1)を参考とし

て、「走りやすさ評価ランク」ごとの単位距離に対

する疲労度（力積量）を重み係数とする。 

「走りやすさランク」は、カーブの大きさや多さ

等で評価されていることから、走りにくい道路ほど

カーブが多く、それに伴う遠心力（カーブの外向き

に働く力）を受けることになる。 

そこで、「走りやすさランク」ごとの単位距離当た

りの疲労度（＝力積量）を算出し、その比率を重み

係数として設定することとした。（但し、Ｓランクの

重み係数を「基本値（＝１）」とした。） 

 

 

 

 

 

 

c) 新たな重み係数の設定 

「力積＝遠心力×時間」であることから、「力積＝

横方向加速度×質量×時間」となる。 

そこで、「走りやすさランク」ごとの“平均横方向

加速度（図-9）”と“平均速度（図-10）”を九州全域

の路線を対象として算出し、「新たな重み係数」を設

定した（図-11，図-12）。 

なお、“平均横方向加速度”と“平均速度”の算出

にあたっては、走りやすさマップを作成する際に調

査したプローブカー調査データを活用した（図-13）。 
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図-10 走りやすさランク別の平均速度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜Ｓランクを 1km 走行した場合の力積量＞ 

遠心力：0.021ｍ

評価ランク：Ｓ 

車体質量：ｍ 

平均横Ｇ：0.021 

平均速度：57.3km/h 

距離：1km 所要時間：1km÷57.3km/h＝1.047 分

Ｓランクの力積量

各ランクの力積量
重み係数＝ 

Ｓランクの車体にかかる遠心力＝平均横Ｇ（0.021）×車体質量（ｍ）＝0.021ｍ
各ランクの遠心力×km当たりの所要時間 1km 当たりの所要時間＝距離（1km）÷平均速度（57.3km/h）＝1.047［分］ 

1km当たりの力積＝0.021ｍ×1.047＝0.022ｍ

＜Ａランクを 1km 走行した場合の力積量＞ 

＝
Ｓランクの遠心力×km当たりの所要時間

遠心力：0.027ｍ
評価ランク：Ａ 

車体質量：ｍ 

平均横Ｇ：0.027 

平均速度：41.5km/h 

距離：1km 所要時間：1km÷41.5km/h＝1.446 分

Ａランクの車体にかかる遠心力＝平均横Ｇ（0.027）×車体質量（ｍ）＝0.027ｍ

1km 当たりの所要時間＝距離（1km）÷平均速度（41.5km/h）＝1.446［分］ 
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市街地部、郊外部・山地部に関係なく集計した結果

図-9 走りやすさランク別の平均横Ｇ

1km当たりの力積＝0.027ｍ×1.446＝0.039ｍ

よって、Ａランクの重み係数＝0.039ｍ÷0.022ｍ＝２ となる。

図-11 重み係数の算出イメージ  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 重み係数の妥当性検証と今後の課題 

上記で設定した新たな重み係数を用いて、短・中・

長距離を交えた20ケースについて公開当初の検索結

果と比較し妥当性を検証した結果、約 8 割のケース

で公開当初の検索結果と「ほぼ一致」し、残りの 2

割のケースについても、ランクの低い区間の割合が

多くなってはいるものの、連続した区間は短く、迂

回時間が短くなっている等の理由から、概ね妥当で

あることが確認された（図-14）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

但し、検索結果の妥当性については、利用者各個

人の土地勘や道路精通度などで評価に違いが生じる

ため、利用者アンケート調査等を通じ、より多くの

ニーズや意見を把握する必要がある。そのため、「走

りやすさナビ」の PR を効果的・戦略的に実施し、引

き続き検索結果の妥当性を検証していく。 

また、今後、九州の道路条件により設定された重

み係数が、他の地域での適用が可能かどうかについ

ても検証が必要となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新たな重み係数
（合理的根拠に基づいた値）

公開当初の重み係数
（経験的な値）

Ｍ 高速道路 利用する／利用しない 利用する／利用しない

Ｓ 走りやすい １．０ （基本値） １．０ （基本値）

プローブカー調査とは・・・ 走りやすさランク

自動車に搭載したＧＰＳ機器が、人工衛星から時刻や緯

度・経度などのデータを受信して、自分の位置を１秒間隔

で把握する他、走行速度や車体にかかる重力を観測 

図-13 プローブカー調査の概要 図-12 重み係数の算出結果 

図-14 重み係数の妥当性検証結果（検索結果が一致しない場合の確認事例） 

【検索条件】 

・熊本市～佐賀市 

・時間優先 

・高速道路非利用 

       新たな重み係数を用いた検索結果 

       公開当初の重み係数を用いた検索結果

 Ｃランク延長は増えるが、連続した区間も

短く、迂回時間が減るため、妥当と判断 

Ｃランク区間が点在

至 佐賀 

至 熊本 

移動距離

所要時間

Ｍランク 0.00km 0.00% 0.00km 0.00%

Ｓランク 5.99km 6.75% 5.99km 6.33%

Ａランク 47.29km 53.31% 53.96km 57.00%

Ｂランク 29.14km 32.85% 30.90km 32.64%

Ｃランク 6.18km 6.96% 3.79km 4.00%

Ｄランク 0.11km 0.12% 0.03km 0.03%

ルート詳細
新たな重み係数を
用いた検索結果

公開当初の重み係数
を用いた検索結果

88.70km 94.66km

2時間14分36秒 2時間24分12秒

Ａ ２．０ １．７

Ｂ ３．０ ２．２

Ｃ ５．０ ６．７

Ｄ 走りにくい ７．５ １０．０



4. おわりに 

 

カーナビの出荷台数は年々増加しており、現在で

は累計 3,000 万台を超え、自動車の移動にカーナビ

は欠かせないアイテムとなってきている（図-15）。 

これを踏まえて、国土交通省では、ITS（高度道路

交通システム）の推進に向けた様々な検討や取り組

みを行っている（図-16）。 

そのような中で、「走りやすさマップ」が持つ各種

データ（走りやすさランクや距離、時間、道路構造、

事故・渋滞情報等）をカーナビ情報として利用者に

提供することは、単にルート選定の選択肢を広げる

だけでなく、高齢者等に対する安全運転支援や ITS

サービスの高度化に大きな役割を果たすことが期待

される（図-17）。 

「走りやすさナビ」は、カーナビ展開に向けたニ

ーズ把握のためのツールとして位置づけ、更なる改

良を進めていくとともに、PR と普及に努めていく所

存である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表示や音声でリアルタイムに走りやすい道を案内 

高齢者等に対する安全運転支援等 
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出典：国土交通省

図-15 カーナビの出荷台数累計 図-17 走りやすさマップのカーナビ展開のイメージ  

 

出典：国土交通省

図-16 ITS 車載器を用いた多様なサービス 

 

（補足）『道路の走りやすさナビ』『道路の走りやす

さマップ』へのアクセスは「きゅうかんウ

ェブ」から可能である。 

ドライブや旅行の前にご活用頂き、皆様の

ご意見やご要望を是非お寄せ下さい。 

（URL：http://www.qsr.mlit.go.jp/kyukan/） 
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